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平成 25 年 5 月 26 日（日）、KKR 札幌医療センター 3 階会議室におきまして、平成 25 年度

公益社団法人北海道臨床工学技士会総会が開催されました。 

審議事項、報告事項の各議案に関して、委任状による出席者を含め過半数を超えた会員より

承認を頂き成立しました。 

ご多忙な時期にも関わらず、積極的に御協力頂いた会員皆様に篤く御礼申し上げます。  

 

出席者数 

・会員数864名 

・総会出席524名（うち委任状出席509名） 

 

審議事項 

 ・第 1 号議案 平成 24 年度事業および収支決算報告承認の件 

 ・第 2 号議案 平成 24 年度監査報告 

 

報告事項 

 ・平成 25 年度事業計画 

 ・平成 25 年度収支予算報告 

 ・会費規程変更について 

 

発行人：室橋 高男 

〒060-8543 

北海道札幌市中央区南１条西１６丁目 

北海道公立大学法人 

札幌医科大学附属病院 臨床工学部 

TEL  011-611-2111 

 

出席者数 

・会員数864名 

・総会出席524名（うち委任状出席509名） 

 

審議事項 

 ・第 1 号議案 平成 24 年度事業および収支 

決算報告承認の件 

 ・第 2 号議案 平成 24 年度監査報告 

 

報告事項 

 ・平成 25 年度事業計画 

 ・平成 25 年度収支予算報告 

 ・会費規程変更について 

 総会の様子 
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「透析療法におけるモニタリングを極める」 

 

日時:平成25年7月7日（日） 9:45～15:10 

9時20分受付開始 

会場:中外製薬株式会社札幌支店8階会議室 

住所:札幌市中央区北三条西4-1-1  

日本生命札幌ビル 

 

本セミナーでは、これまで、ダイアライザの

性能評価、治療効率の評価や研究のプランニン

グ、データ解析などをテーマに、その分野で最

もご活躍されている方々をお招きしてご教授を

頂いてまいりました。今回は、「透析療法にお

けるモニタリングを極める」をテーマに企画、

開催致します。モニタリングとは、計画や目的

達成の判定をするために監視、観察、測定を行

うことを意味し、理系、文系にかかわらずあり

とあらゆる領域において日常的に実施されてい

ます。透析療法においてもモニタリング技術の

発達により患者の体内で起きている現象や運転

状態を客観的に観察し、治療計画や目的達成へ

の評価を行うことが可能となっています。旧態

依然、漫然とした操作や評価から抜けだし、質

の高い透析療法を提供するためには、モニタリ

ングで得られた現象や数値を把握し理解するこ

とが必須と考えます。 

日本血液浄化技術学会 理事長 山家敏彦 

（第5回血液浄化工学ビデオセミナーin札幌配布ポスターより引用） 

 

当セミナーの受講は事前予約制です。（座席数

に限りがございますので、早めにご予約くださ

い。） 

事前予約、お問合せ先 

札幌社会保険総合病院ＭＥ部真下泰 

(TEL) 011-893-3000 

(E-Mail) me.makka@sapporo-shaho.jp 

日本血液浄化技術学会ホームページ 

http://www.jyouka.com 

-開催と演題募集のお知らせ- 

 

会期：平成25年7月21日(日)10：00～16：00(予定) 

会場：札幌市産業振興センター 技術訓練棟 3 階セミナー

ルーム1 

住所：札幌市白石区東札幌5条1丁目1-1  

 

 

日本高気圧環境・潜水医学会 北海道地方会 

会長 森本 裕二 

北海道大学医学部麻酔科 教授 

 

拝啓 日頃高気圧酸素治療に携わられている皆

様におかれましては益々ご健勝の事とお喜び申

し上げます。 

第5回血液浄化工学ビデオセミナーin札幌配布ポスター 
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さて、この度、第7回高気圧環境・潜水医学会

北海道地方会を下記の日程で開催する事となり

ました。本年度は第47回学術総会で問題提起さ

れました治療装置内における医療機器、生体情

報モニタ、循環モニタ、輸液ポンプ、シリンジ

ポンプ、人工呼吸器等、及び補助装具類や治療

器具類等の持ち込みについて、専門的な立場か

ら、新別府病院の宇都宮精次郎先生に講演をお

願いいたしましたので、高気圧酸素治療におけ

る安全管理の重要性を再認識して頂きたく考え

ております。又、獣医師の荒井亜紀先生に「馬

とHBO」のテーマで講演をしていただく事にな

りましたので、ご期待頂きたいと思います。 

高気圧環境・潜水医学会北海道地方会では、

例年同様、高気圧酸素治療に関わっておられま

す医師や臨床工学技士、看護師の皆様より、症

例、研究報告、技術的工夫等のご演題を広く募

集致したいと思っております。 

又、第48回日本高気圧環境・潜水医学会総会

におきましてご発表の準備を進めておられます

演題におきましても当地方会にてご発表頂き、

それぞれご活発な討論が出来ればと考えており

ます。 

募集期間が甚だ短く大変恐縮致しますが、医

師、臨床工学技士、看護師の皆様におかれまし

ては何卒奮って演題をご応募下さいますようお

願い申し上げます。 

尚、プログラム内容等につきましては随時ホ

ームページ上でお知らせする予定でございま

す。何卒ホームページでのご確認も併せてお願

い申し上げます。 

敬具 

 

【演題募集】 

応募方法 

下記のメールアドレスに抄録をwordにて

添付お願い致します。 

演題名、演者名（共同演者名を含む。発表

者に○印）、所属、抄録内容（目的、方法、結

果、考察を600字程度）、連絡先を明記して

下さい（メールがない場合はCD-R等も可）。

尚、発表内容に関しては未完のものでも結構

です。 

発表方法 について 

特に発表時間の制限は設けておりません

が、出来るだけ7～10分にまとめて頂けます

様お願い致します。プレゼンテーションは原

則的にWindows環境のPowerPoint、メディアは 

 

CD-R にてお願い致します。（動画または

35mmスライド、Machintosh使用できません）。

液晶プロジェクターは準備致します。 

演題応募〆切 ： 平成25年6月末日迄 

【参加申し込み方法】 

昼食準備の都合上、今年度は事前の参加登

録をお願い致します。 

ご登録方法は同封のFAX用紙をご利用頂く

か、事務局宛にメールにてご登録をお願い致

します。 

尚、メールでご登録頂く場合は、氏名・施

設名又は企業名を個々にお知らせ下さい。 

【参加費】  

北海道地方会会員（会費完納者）・学生 

1,000円 非会員 1,500円 

※会費未納者は当日別途徴収させて頂きます

（医師2,000円、その他1,000円） 

尚、日本高気圧環境･潜水医学会の会員の皆

様には日本高気圧環境・潜水医学会認定｢高気

圧酸素治療管理医認定規則｣「臨床高気圧酸素

治療技師認定規則」の生涯教育4単位が取得で

きます。 

但し、参加証明書発行にあたっては終日参

加を原則と致します。 

 

北海道地方会事務局 石川勝清 

〒060-8648 札幌市北区北14条西5丁目 

北海道大学病院麻酔科内 

TEL：（011）706－6036（HBO室） 

FAX：（011）706－7861 

Emel：masakiyo@med.hokudai.ac.jp 

ご不明な点がございましたら事務局の石川ま

でご連絡下さい。 

 

 

日本高気圧環境・潜水医学会北海道地方会 ホームページ

http://www.jshumhhbo.com/ 

 

 

主催 

日本高気圧環境・潜水医学会 北海道地方会 

後援 

日本高気圧環境・潜水医学会 

高気圧酸素治療安全協会 

北海道臨床工学技士会 

日本高気圧環境・潜水医学会 
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2013年6月1日（土）に株式会社ムトウ 札幌

本社 会議室において北海道心カテセミナー

Vol.1が開催されました。本セミナーは「ステン

トを極める」をテーマに当会と日本メドトロニ

ック株式会社の共同で催されました。  

「ステントができるまで」、「冠動脈の形、

動き、ステント」の2講演が行われ、それぞれ日

本メドトロニック株式会社の中林 真紀子先生、

北海道循環器病院・早稲田大学大学院 先端生命

医科学センターの山本 匡先生に解りやすく講

演していただき、ステントについて知識を深め

る貴重な機会を得られました。 

また、ご講演頂いた先生方、ご協力いただい

た日本メドトロニック株式会社の皆様には心か

らお礼を申し上げます。 

下記に示すセミナー、学会等が開催されます。

皆様多数の参加をお願いいたします。詳細は公益

社団法人 北海道臨床工学技士会ホームページ

または各記載の web サイトをご覧ください。 

****************************************** 

2013 年 7 月 7 日（日） 

「第 5 回血液浄化工学ビデオセミナー 
in 札幌」 

会場 中外製薬株式会社 札幌支店 

札幌市中央区北三条西4-1-1  
日本生命札幌ビル 

http://www.jyouka.com 
****************************************** 

2013 年 7 月 21 日（日） 

「第 7 回 日本高気圧環境潜水医学会 
 北海道地方会」 

会場 札幌市産業振興センター  
技術訓練棟 3 階セミナールーム1 

札幌市白石区東札幌 5 条 1 丁目 1-1 
http://www.jshumhhbo.com/ 

****************************************** 

 

****************************************** 

2013 年 8 月 30 日（金）～9 月 1 日（日） 

「第6回 血液浄化関連指定講習会」 

会場 連合会館 

東京都千代田区神田駿河台3-2-11 
http://jacet.net/jsc/ 

****************************************** 

2013 年 9 月 27 日（金）～9 月 29 日（日） 

「第3回呼吸治療関連指定講習会」 

会場 ソラシティお茶の水 

東京都千代田区神田駿河台4-6 
http://jacet.net/jsc/ 

****************************************** 

 

◆RM ニュース◆ 
 

＜横浜市の病院で 50 代女性が死亡、 

高濃度酢酸液を誤注入＞ 

  

横浜市の病院（同市金沢区）は 30 日、市内に

住む 50 代の女性患者の栄養チューブに、誤って

高濃度の酢酸液を注入する医療過誤があり、女性

が今月 24 日に死亡したと発表した。 

 同院によると、女性は心不全と腎不全のため

2012年 8月から入院。3月上旬に心臓手術を受け、

術後は鼻から栄養チューブ（直径 2.7 ミリ、長さ

120 センチ）を小腸まで通して栄養液を補給して

いた。 

 4 月 7 日正午ごろに栄養チューブが詰まり、開

通させる目的で看護師が医師の許可を得て、湯で

薄めて濃度を約 25％にした酢酸液を 18 ミリリッ

トル注入した。女性は直後に腹痛を訴え、翌 8 日

に開腹手術をしたが、22 日から容体が悪化し、24

日午前に亡くなったという。 

 県警による司法解剖の結果、死因は小腸炎によ

る小腸壊死だった。同院は、高濃度の酢酸液が大

量に体内に入ったためとみている。 

 院内のマニュアルでは、チューブの詰まり予防

に湯を用いることを定めているが、詰まった場合

の手順はなかったという。県看護協会の手引など

には、詰まりを防ぐために 0.4～10％の酢酸水が

有効という記述があるという。同院では濃度約

25％の酢酸を使ったケースが 12 年 8 月以降 4 例

あったが、投与量が少なかったり、詰まりが解消

されなかったため、重篤になるケースはなかった。 

 記者会見した病院長は「当院に責任があり、患

者や家族の皆様に深くおわびする」と陳謝した。 

         5 月 1 日掲載：毎日新聞社 

山本 匡先生の講演の様子 
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平成 25 年度 5 月までの理事会において以下の

報告・協議がされました。 

・支部制導入に向けた組織委員会の立上について 

・北海道・東北臨床工学技士連絡協議会について 

・会費自動振込・団体賠償責任保険の啓蒙について 
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